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乳用雌子牛の損耗率
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哺育期の損耗
全国：4.3%
都府県：2.3%
北海道：5.1%

育成期～分娩の損耗
全国：11.7%
都府県：11.0%
北海道：12.0%



北海道における預託哺育牧場の増加
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北海道農政部
大規模化，地域内分業化，労働者不足により預託哺育牧場が増加



常時預託頭数（R5年度末）
・JA・民間等：約7,000頭
・公共牧場：約1,000頭

約8,000頭

年間6回転として4.8万頭／年

北海道内年間出生頭数＝約18万頭／年

約27％（最大推計）

大規模化・分業化・国の補助により今後も増えることが予測される

北海道内の預託哺育牧場で育成される乳牛



多くの預託哺育牧場では群飼育

多様な酪農家の子牛が20頭/群で飼育さ
れる預託哺育牧場

群飼育では哺乳ロボットを利用



管理者の悩み
↓

スマート技術
の開発



成牛のモニタリング技術は比較的進捗
・子牛ではほとんどない
・成牛とは行動や疾病の内容は異なる

開発技術コンセプト：伝染・重篤化を防ぐ人手のいら
ない子牛の体調不良の早期発見スマート技術

多頭化・分業化が進む
酪農でニーズが高い



実用化システム製品の開発に向けて
群飼育哺育牛の健全な発育と管理省力化を両立させるため
１） 体調不良個体早期発見システム製品の実用化
２） 体調不良個体早期発見システム製品普及に向けた体調改善プログラム構築と長期的効果検証
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システムの精度向上と実用化製品の開発
UIの開発とシステム実証

メインメニュー：哺育牛ごとに毎朝、赤（体調不良）、黄
色（注意）、青（健康）を知らせる

実証牧場１において令和６年
６月１日より実証継続し、稼
働率は95%

疾病発症日の80%で赤/黄ア
ラート判定
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